令和８年度農業農村整備事業に関する意見交換会（農林水産省農村振興局）メモ

日　時：令和８年７月２３日１４：００～　
場　所：参議院議員会館会議室、農林水産省    

○進藤かねひこ先生へのあいさつ　１４：００～１４：２０
（青森山田副会長）
　・日本中沸騰したように暑い日が続いている。環境改善費に熱中症対策が強化されたが休息を取らなければならないため、８時間労働が８時間労働となっていない。その辺をご考慮願いたい。
（進藤先生）
　・夏期補正について、農水本省に伝えていく。こららの設計積算については、農水省に良く要望していくとよい。
（事務局山本事務局長）
　・「骨太の方針」が閣議決定されたが、補正予算がなくなり当初予算になると、地財措置の関係上、困るという県が多い。
（進藤先生）
　・国は、積極財政から経済を強くする方針である。各省は、８/３１まで概算要求基準に則り、要求する。
　・今までの年度予算全体の３５％は、補正予算であった。補正予算分は、地方財政措置が優位であったことから各県有効に活用できた。各県が負担できるよう、当初予算においても、充当率１００％参入率５０となるよう要望している。
　・責任ある積極財政の旗印のもと予算編成をしている。財務省は、建設業界は、執行体制が大丈夫かとの疑問を抱いている。（予算をつけても執行できないのではないか？）執行体制がしっかりしていないから予算をつけないというのはおかしいので、その辺は事業効果などしっかりとアピールしていく。
　・県・市町村が、負担できるよう地方財政措置についてもしっかりやっていきたい。
　・財務省の主計官も変わり、今はまっさらな状態なので、イメージが悪くならないよう、しっかりと、農業農村整備事業の効果について発信してほしい。
（福島県石川会長）
　・今現場では、パイプライン資材が入ってこない。メーカーも発注者の県に対し、その旨を伝えてきた。実際、現場も回っていない。大手には納入しているらしいが、地方には来ていない。
（進藤先生）
　・ある程度余裕を持って、資材は出しているはずだが、どこかで目詰まりしている。現場の状況を農水省にしっかり伝えてほしい。
（青森県山田会長）
　・目詰まりしていると言いたくないので、大手には出しているのではないか。
（進藤先生）
　・国は、中東情勢が長引くことを前提に施策を行っている。
（福島県石川会長）
　・昨年のコメ不足から農家は、コメ作りを頑張ろうとしていたが、コメ余りでの状況を見て消極的になっている。

○農村振興局幹部へのあいさつ（１５：００～１５：２０）
　意見交換会に先立ち、農林水産省の幹部に面会し要望書を手交した。
 　■農村振興局　青山健治局次長
（福島県石川会長）
　・農業土木工事でパイプライン資材が動いていない。大手には納入されているようだが、地方には来ていない。８月までは、入らないとメーカーが、県に来て話している。高くても入らない状況であり、発注されても現場は動かない。現場は苦しんでいる。
（青森県山田会長）
・ナフサ関連資材は、いわゆる目詰まりをしている。農家もビニール資材が入らないという話を聞く。資材問題は、早く解決してほしい。
・熱中症対策についてお願いしたい。WBGT２８以上、外気温３１度以上では、作業ができないと法改正されたが、それを守るのが大変だ。よって、８時間労働にならないので労務歩掛の補正をお願いしたい。気象庁の話では、４５度以上になるところもあるとのこと。
（青山次長）
　・皆さんの声を、今日の意見交換会でしっかりと伝えてほしい。
　・少し最近の話をしたい。来年度の予算編成のための「骨太の方針」が閣議決定され、その中では、今年までは、「当初＋補正」だったのが、首相が必要なものはすべて当初予算でとの話をしている。そうなると今までのように、「当初＋補正」とならない。そのため、気を引き締めて予算要求していきたい。
（秋田県佐藤会長）
　・農業構造転換集中対策は別枠と聞くが。
（青山次長）
・別枠と言っているが全体の中にめり込まれている。初めから減らされる可能性もある。
本当の意味での別枠となるよう努力する。

　■農村振興局整備部石川英一整備部長
（山本事務局長）
　・進藤先生や青山次長のところでは、中東情勢の影響で資材が入らない点と熱中症対策についてお願いしてきた。また、当初予算のみとなることに伴う地方財政措置についても話題となった。
（青森県山田会長）
　・いろいろな状況もあると思うが、予算がないと始まらない、
（石川整備部長）
・財務省から施工体制が弱いのではないかとの声もあるようだが、予算はしっかりと取って行く。
（青森県山田会長）
・施工体制がないとの話が出ているとのことだが、そのために予算がなくなるという話はおかしい。業界でも万全の体制で臨んでいくので、まずは、予算を確保してほしい。
（石川整備部長）
　・改めて、農業農村整備事業の推進にご協力頂き感謝する。
・各県の予算説明会において、儲からない土地改良と言われる。しかし、儲かるように積算上の改善を行いやるべきことはやっているので、みんな入札に参加してほしい。土地改良は儲からないと言われないように、設計積算と現場監督をしっかりするように各県には言っている。
・森山先生から業界は、受注しきれない状況ではないかと聞いている。土地改良が他の工事に比べて不調不落が多いわけではない。しかし、今日の皆さんの声を聴いて心強く思った。
・来年度予算については、今までの当初と補正を合せた額を下回らないように要求していきたい。また、物価高による目減りも防いでいきたい。進藤先生にも頑張って頂きたい。予算の確保は、最後は政治の力。
　・今年度予算についても、総額6500億円を下回るのではないかという中で、進藤先生と森山先生のところへお願いに行ったところ、補正４００億円、当初４０億円の増を、何とか確保できた。
・昨年の参議院議員選挙は、民意であるとの捉え方もある。河川や道路も予算増を要望しているので頑張っていきたい。
　・ナフサ対策については、工期の見直しや代替品の活用など、国の取組を県に紹介していく。
　・引き続き、農業農村整備事業の推進についてよろしくお願いしたい。


○意見交換会（場所：農村振興局第３・４会議室）（１５：３０～１６：４５）
１，主催者あいさつ・・・木全会長代理日下成人（愛知県農業土木研究会総務理事）
・農林水産省農村振興局の皆様におかれましては、常日頃より、全国農村整備建設業協会に対し、格別のご指導・ご高配を賜り感謝する。
・特にここ数年私たちがお願いしてまいりました提案の多くに対し、特段のご配慮をいただき大変感謝する。
・こうした中、会員から引き続きご提案が寄せられていることから、今回の意見交換会の機会に、改めてご提案申し上げますので、更なるご配慮を賜りますようよろしくお願いしたい。
・本日は予算の状況等についてお聞かせ願うと共に、充実した意見交換となるようよろしくお願いしたい。

２，本省あいさつ・・・農村振興局整備部設計課施工企画調整室　武元室長
・日頃より、全農建の皆様には多大なるご支援ご協力を頂き感謝する。
・７/２に「骨太の方針」が閣議決定され、来年度の予算編成に活かされる。今回は、抜本的な見直しが行われ、責任ある積極財政となり、従来続いていた補正から脱却して、成長につながる必要なもののみ補正することとなる。この方針に従い、予算編成作業が始まる。資材高騰等の中、予算額というより事業量を確保していくことが重要である。
・中東情勢については、代替え製品を含め年明けまで大丈夫ということになっているが、現場において資材が不足していることは承知している。アスファルト、ナフサ由来製品については、調査を続けている。
・農業農村整備工事について、中東情勢の影響はあるものの、魅力ある分野として頑張っていきたい。「儲からない」「現場に合わない」との声を受け、令和元年より各県を回って意見を聞いてきた。それらの声を聴いて改善してきている。
・今日も、忌憚のない意見交換をお願いしたい。

３，議題 
（１）農林水産省からの情報提供
　　（下記２つの資料について、設計課施工企画調整室三成英正課長補佐より説明）　　　　
①土地改良工事の積算等に関する改善策について（令和８年４月）
・農業農村整備事業の工事は、採算が合わないとの声を受け、農林水産省では令和元年度より、全国の当道府県及び県域建設業協会に対し、アンケート調査と意見交換会を実施してきており、その意見を基に様々な改善を行ってきた結果について、資料に基づき説明があった。
・今後も皆さんの意見を聞き改善できることは改善していきたいとのこと。

　②歩掛調査及び諸経費動向調査へのご協力について
　・適切な請負代金額に影響を与えることから、正確なデータが必要なため，調査にご協力願いたい。

（２）提案書の説明
・全農建事務局が各県から出された要望等をとりまとめた要望に対し、国の担当者から口頭にて回答を頂いた。（項目により、三成補佐又は栗本補佐）
・回答概要は、要望書に記載。

（３）意見交換会
・回答に対する意見要望も含め、各県から下記のような意見が出された。
（山形県佐藤会長）
・提案（３-４）に関連し、資材高騰対策として、高騰している資材に対して、スライド適用ではなく、直近の単価を採用してほしい。
（武元室長）
　・現時点では、発注量が少なく影響も不透明なことから、状況を見極めているところ。現状としては単品スライドでの対応でお願いしたい。
（山本事務局長事務局）
　・各県事務局からも何か質問等はないか。
（福島県野内参事）
・提案２（２）の「環境改善費」について、率調整を継続して頂いていることに、感謝する。しかし国土交通省に比べ低い率となっており、「農家調整費」が見えてこない。また、ほ場整備は、他工種に比べ農家調整が必要なことから、工種ごとに調査するなどして、ほ場整備を別建てとすることについても考慮してほしい。
（三成課長補佐）
　・いい観点だと思うので、調査のまとめ方を含め検討していきたい。
（山本事務局長）
　・パイプライン関係資材の現場の状況について、福島県石川会長から報告願いたい。

（福島県石川会長）
　・農業土木工事でパイプライン資材が動いていない。大手には納入されているようだが、地方には来ていない。８月までは、入らないとメーカーが県に話しに来ている。高くても入らない状況であり、発注されても現場は動かない。現場は苦しんでいる。以上の状況について、進藤先生や青山次長にもお伝えした。
（武元室長）
　・メーカーさんに聞くと、資材がないわけではなく、注文が多くて回らないとのことであった。生産はしっかりされていると聞いている。
（福島県石川会長）
　・発注者からの資材支給にしてほしいと考えるほどの状況だ。
（秋田県佐藤会長）
　・資材不足で年度内完了が難しい場合、工期について柔軟な対応をしてほしい。
（武元室長）
　・国交省内部でも、どちらかと言うと建築系の話題であり、土木の方は様子を見ている感がある（農水省も同じ。）。様々な手を使っても工事が進まないのであれば、工期の延長など色々な工夫をしてほしい。 
（山本事務局長）
　・会長の方々皆さんに、話をしてほしいところだが、時間がないので副会長に代表して話をしてほしい。
（青森県山田会長）
　・我々は、地域の守り手として働いている。今回の要望項目は全て我々に影響してくる。
　・資材の目詰まりもどうなっているのかよく調査して頂きたい。
　・熱中症対策について、環境改善費で積み上げ額に上限がなくなったことに感謝する。
　・青森も去年は、６月から３０度を超える日が続いた。４５度を超える日も日本のどこかではあると聞く。現場は熱中症対策を取りながら作業をしているが、６月に法改正があり一定の条件以上では、作業を中止せざるを得ず、実質８時間労働とならない。そのため、夏期歩掛補正などを行うなどの対応をお願いしたい。
（武元室長）
　・熱中症対策については、報告を受けているので検討していきたい。
（群馬県青柳会長）
　・7/9に県との意見交換会が行われ、その際の話として、多面的支払い交付金制度はいい制度だが、最終的な報告の時、提出書類が多く苦労しているので改善してほしい。
　・中東情勢の資材不足は目詰まりだけなので、影響が出ていると言わないように言われている。結果的にはオイルショックと同じと捉えられているが、（人口減少などの社会情勢の）状況は当時と異なっている。「工期を延長したので、それで良し。」ではなく、オイル係数みたいのを設定するなど、将来を見据えた形で、国はしっかりと対応してもらいたい。
　・労働生産人口が少ない状況で、先を見通せるような国の施施をしてもらわないと、地域の建設業は行き詰っていく。
　・県内で熱中症が起きると、報告が上がってくる。猛暑対策も猛暑日係数をかけるとかの方法を取ってほしい。
（武元室長）
　・多面的機能支払い交付金については、管理ソフトが出ていたりして省力化しているところもある。
（栗本課長補佐）
　・多面的機能支払い交付金の事務は、土地連が受託している。

４．閉会

○懇親会
・農水省は、整備部長、設計課長、施工企画調整室長が同席した。
以上
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